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衆議院議員

―
―
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
１
年
。
今
、

一
番
大
き
な
課
題
は
？

太
田
か
ず
み
　
福
島
県
民
の
健
康
問
題
で
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
（
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
）
な
ど
は
、
年
間

20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
ま
で
の
被
ば
く
な
ら
健

康
に
影
響
が
出
な
い
と
し
て
い
ま
す
が
、
よ

り
安
全
サ
イ
ド
に
立
っ
て
政
策
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
低
線
量
被
ば
く
に
よ
る
健

康
不
安
は
、
福
島
県
民
に
生
涯
つ
き
ま
と
う

問
題
で
す
。
そ
こ
で
、
被
爆
者
援
護
法
な
ど

を
参
考
に
県
民
健
康
手
帳
を
創
設
す
る
と
と

も
に
、
健
康
調
査
を
拡
充
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
が
県
に
お
け
る
健
康
増
進
計
画

を
策
定
し
、
が
ん
対
策
等
を
強
力
に
推
進
す

る
こ
と
で
す
。
そ
の
結
果
、
福
島
県
が
「
日

本
一
が
ん
死
亡
率
が
低
い
県
」「
日
本
一
健
康

な
県
」
に
な
れ
ば
、
県
民
の
大
き
な
希
望
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
事
故
以
来
、
こ
の
こ
と
を
説
き
続
け
た
結

果
、
政
府
の
構
想
に
お
い
て
健
康
長
寿
立
国

の
拠
点
を
目
指
す
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ

と
は
、
一
つ
の
成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
健
康
に
つ
い
て
今
以

上
に
国
を
あ
げ
て
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
と

も
に
、
中
通
り
地
方
な
ど
低
線
量
被
ば
く
の

リ
ス
ク
を
抱
え
な
が
ら
住
み
続
け
る
人
々
へ

の
支
援
、
自
主
避
難
す
る
人
々
へ
の
支
援
、

避
難
先
か
ら
故
郷
へ
戻
ろ
う
と
す
る
人
々
の

支
援
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
原
発
事
故
被
災

者
生
活
支
援
法
案
」
を
、
事
務
局
長
と
な
っ

て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

―
―
大
飯
原
発
再
稼
働
問
題
に
つ
い
て
は
？

太
田
か
ず
み
　
再
稼
働
の
政
治
判
断
は
時
期

尚
早
で
す
。
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
は
、

可
能
な
限
り
速
や
か
に
撤
退
す
る
こ
と
が
の

ぞ
ま
し
い
。
一
方
、
政
治
は
、
大
規
模
な
停

電
や
電
気
料
金
の
高
騰
と
い
っ
た
、
経
済
や

国
民
生
活
へ
の
悪
影
響
を
避
け
る
と
い
う
、

責
任
あ
る
視
点
も
同
時
に
持
ち
合
わ
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
重
要
な
こ
と
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
加
速
さ
せ
る
た
め
大
胆
な
予

算
措
置
を
と
る
と
と
も
に
、
早
け
れ
ば
10
年
、

遅
く
と
も
20
年
以
内
に
脱
原
発
を
果
た
す

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
政
府
と
し
て
明
確
に
す
る

こ
と
で
す
。

　
そ
の
う
え
で
、
第
一
に
事
故
調
査
委
員
会

の
結
論
が
出
そ
ろ
う
こ
と
、
第
二
に
新
た
に

設
置
さ
れ
る
原
子
力
規
制
庁
の
厳
し
い
安
全

基
準
が
示
さ
れ
、
そ
れ
に
適
合
し
て
い
る
か

ど
う
か
の
慎
重
な
検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
、

ま
た
第
三
に
、
原
発
立
地
自
治
体
に
と
ど
ま

ら
ず
広
域
の
理
解
が
得
ら
れ
る
こ
と
、
こ
の

三
つ
が
満
た
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
っ
た

ん
再
稼
働
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
仮
に
再
稼
働
さ
せ
て
も
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
拡
大
し
て
速
や
か
に
原

発
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
。
こ
の
被
災
地
・
福

島
県
の
「
脱
原
発
」
の
声
を
政
府
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
大
仕
事
が
こ

れ
か
ら
夏
に
か
け
て
待
っ
て
い
ま
す
。

―
―
福
島
復
興
の
柱
は
何
で
す
か
？

太
田
か
ず
み
　
福
島
県
が
直
面
し
て
い
る
長

期
的
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
県
内
に

三
つ
の
研
究
拠
点
を
つ
く
っ
て
人
材
を
国
内

外
か
ら
集
め
、
世
界
最
先
端
の
技
術
開
発
を

生
み
出
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
一
つ
が
医
療
・
放
射
線
医
学
・
健
康
管
理

の
拠
点
。
二
つ
め
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
拠
点
、
さ
ら
に
三
つ
め
が
環
境
創
造
・
廃

炉
技
術
の
拠
点
で
す
。

　
こ
の
波
及
効
果
は
、
福
島
県
の
経
済
や
雇

用
に
重
要
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
け
ん
引
し
て
い

く
力
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
こ
と
で
は
、

福
島
県
と
し
て
県
内
で
消
費
す
る
電
力
は
す

べ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま
か
な
う

「
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
」
を
め
ざ
す
取
り
組
み
が
必
要

だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ン

カ
ス
タ
ー
市
は
す
で
に
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
を
め
ざ

す
と
宣
言
し
、
同
様
の
動
き
が
世
界
で
広
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
過
酷
事
故
を
経
験
し
た
福
島
県
に
は
、
数

十
年
に
わ
た
り
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
に
影

響
を
与
え
て
い
く
役
割
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
に
は
、
福
島
県
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
人
材
育
成
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
最
近
、
国
会
参
観
に
来
る
地
元
の
中
学
生

の
皆
さ
ん
に
は
、「
先
端
の
技
術
や
優
秀
な
人

材
が
福
島
に
集
ま
っ
て
く
る
か
ら
、
し
っ
か

り
勉
強
し
て
、
福
島
県
の
復
興
の
役
に
立
つ

人
材
に
成
長
し
て
く
だ
さ
い
」「
最
先
端
の
成

果
を
世
界
に
発
信
す
る
、
第
二
の
野
口
英
世

を
め
ざ
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
声
を
か
け
て

い
る
ん
で
す
。

―
―
最
後
に
、
消
費
増
税
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

太
田
か
ず
み
　
復
興
が
軌
道
に
乗
っ
た
ら
、

予
算
の
ム
ダ
づ
か
い
の
削
減
、
国
会
議
員
定

数
の
削
減
な
ど
を
進
め
た
う
え
で
、
増
税
と

社
会
保
障
改
革
の
議
論
を
す
る
こ
と
自
体
は

否
定
し
ま
せ
ん
が
、
今
は
す
べ
き
で
は
な
い

と
考
え
ま
す
。
と
く
に
、
福
島
県
を
は
じ
め

と
す
る
被
災
地
に
と
っ
て
は
、
今
は
原
発
事

故
の
処
理
や
復
興
に
集
中
し
て
ほ
し
い
と
い

う
の
が
皆
さ
ん
の
気
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

取
り
戻
そ
う
！ 

ふ
る
さ
と
の
未
来

Interview
   

衆
議
院
議
員 

太
田
か
ず
み 

さ
ん 

に
聞
く

橋  本   弘  幸　㈱ エヌジェイアイ 代表取締役
安  藤   一  成　㈱ フタセ交通 代表取締役

根  本　     剛　㈱ エヌエス工業 代表取締役
佐  藤   義  二　友和会 会長　　　　　　

福島県の復興と安心できる生活再建を！

太田かずみを育てる会
■日時  5月19日（土） 午後6時30分〜   ■場所  ホテルハマツ
太田かずみ 郡山市連合後援会 ◎お問い合せ／太田かずみ 郡山事務所   ☎ 024-927-0713

　（順不同）

　　呼びかけ人
渡  邉   一  夫　㈶ 脳神経疾患研究所 理事長
新 井 田　   傅　㈱ 幸楽苑 代表取締役



安心・安全な生活をとりもどすため、お一人お一人の声を受け止めてまいりました。
これからも全力で福島の復興にとりくんでまいります

地域や政治の課題を語りあう「太田かずみと語る会」を開催しています。

子どもたちの未来へつなぐ。
  地元での活動をご報告します。

リトヴィンウクライナ最高議長らと県
知事表敬訪問（3 月 10 日）

福島第一原発視察・３号機付近で１ミリシーベルト／時を測定（3 月 10 日）

母と子のふくしま対策会議 in ユラッ
クス熱海（4 月 7 日）

郡山駅前街頭演説
（毎週実施しています）

日大工学部学生との意見交換会
（3 月 5 日）

被災者保護法案起草ワーキングチーム 
富岡町仮設住宅視察（3 月 5 日）

郡山市元気な遊びのひろば PEP Kids 
Koriyama 視察（3 月 5 日）

ＪＡみちのく安達　米の全袋検査機を
視察（4 月 9 日）

蓄電池議連事務局長としてメガソー
ラー視察（3 月 12 日）

都市計画道路本町谷地林線開通式
（3 月 4 日）

郡山地区連合総決起集会基調講演
（3 月 1 日）

どんぐり幼稚園入園式
（4 月 7 日）

郡山駐屯地創立 59 周年記念行事
（4 月 15 日）

福島県第 2 区総支部定期大会（4 月 1 日）民主党福島県総支部連合会第 15 回定
期大会（1 月 28 日）

民主党本部と県連合同会議（4 月 16 日）

ウクライナ原発事故後協力協定署名式
（4 月 18 日）

東日本大震災復興特別委員会質問
（3 月 7 日）

県庁と意見交換 （3 月 26 日） 福島環境再生事務所　県中・県南支所
訪問（4 月 16 日）
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太田かずみ二本松市連合後援会
新春の集い（1 月 28 日）

二本松後援会女性部の皆さん　
（1 月 28 日）

富久山後援会新年会
（2 月 19 日）

本宮・大玉連合後援会新春の集い
（3 月 2 日）

上川崎後援会設立総会　
（3 月 18 日）

熱海町後援会新春の集い
（2 月 18 日）

民主党の【党員・サポーター】を
募集しています。
　［党　　　員］　党費 6,000円
　［サポーター］　会費 2,000円
■ 2012 年は民主党の代表選挙が予定されています。
■ 登録は５月 21 日までにお願いいたします。

後援会の皆さんと

ほんとの空がある
フクシマ再生へ

本宮市復興の集い 2012（3 月 11 日）

福島県トラック協会と馬淵元大臣懇談
会（4 月 1 日）

福島県不動産政治連盟と馬淵元大臣懇
談会（4 月 1 日）

あだち地域水田農業者総決起大会
（2 月 20 日）

衆議院議員太田和美と参議院議員金子恵
美を囲む女性の集い（3 月 31 日）

第 14 回あだち地域農業復興・振興大
会（2 月 7 日）

福島県農林水産業復興大会（3月17日）

福島 2 区から日本を変える

がんばるぞ！  福島


	press-oota-2012-9
	press-oota-2012-10.pdf

